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概略

動物の獲得免疫系のように生体防御に特化した細胞を持たない植物は、
個々の細胞が病原体を認識し、防御する自然免疫系を発達させてきた。植
物免疫は、大多数の微生物を排除する基礎免疫のPattern-Triggered
Immunity (PTI)と、細胞死を伴い適応した病原体を遺伝子型特異的に排
除するEffector-triggered immunity（ETI）の2層から構成されている。
上記のPTI及びETIにおいて、MAPキナーゼ経路は重要な役割を果たしてい
る。シロイヌナズナMAPキナーゼ経路，MEKK1-MKK1/MKK2-MPK4は微
生物関連分子パターンによる基礎免疫誘導に関与する。一方，本経路の欠
損は矮性を伴う構成的な防御反応表現型となる。この一見矛盾する現象の
背後に存在する複雑な制御機構を解明するため，我々はMEKK1N末端制
御ドメインの過剰発現によるmekk1変異体様の矮性表現型を抑制するサプ
レッサー変異体 (suppressor of MEKK1N overexpression-induced
dwarf)を単離し，原因遺伝子を同定した。その結果，smn1は抵抗性遺
伝子RPS6 を，smn2 はDEAD-box RNAヘリカーゼをコードしていた。これ
らのsmn変異体の解析について最新の進捗を報告する。
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